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　５月11日（水）、特別養護老人ホーム雄水苑において、
浅舞感恩講保育園の年長組園児たちによる「母の日会・保
育園児との交流会」を開催しました。
　園児たちの歌や踊り、肩たたきによる交流を行ったほ
か、手作りのプレゼントもあるなど、ご利用者は自分の孫
やひ孫を見るような温かな面持ちで、園児たちとのふれあ
いを楽しんでいました。
　園児たちから届けられた“母の日の贈り物”。「子供たち、
かわいっけな。また会いたいな」と、笑顔での再会を楽し
みに、これからも元気に過ごされていくことでしょう。

母の日に 笑顔と元気の 贈り物



３ 社協だより

◆
各
種
相
談
所
に
よ
る
対
応

　

心
配
ご
と
相
談
件
数
４
４
件
、
法
律
相
談
件

数
１
６
３
件
、
税
務
相
談
件
数
２
０
件

◆
く
ら
し
や
就
労
等
の
相
談
対
応

　

相
談
件
数
１
５
７
件
、
支
援
計
画
作
成
件
数

４
３
件

◆
た
す
け
あ
い
資
金
・
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し

付
け

　

貸
付
件
数
８
件

◆
ふ
れ
あ
い
安
心
電
話
に
よ
る
相
談
対
応
等

　

緊
急
通
報
件
数
１
３
件
、
相
談
通
報
件
数

　

４
１
件

◆
介
護
や
介
護
予
防
等
に
関
す
る
相
談
対
応

　

相
談
件
数
６
０
４
件

◆
高
齢
者
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
な
ど

　

利
用
者
数
４
８
名
、
支
援
回
数
５
１
３
回

◆
居
宅
介
護
支
援
事
業

　

利
用
者
数
延
べ
１
４
，６
８
１
名

◆
訪
問
介
護
事
業

　

利
用
者
数
延
べ
４
８
，５
６
４
名

◆
訪
問
入
浴
介
護
事
業

　

利
用
者
数
延
べ
３
，５
７
０
名

◆
通
所
介
護
事
業

　

利
用
者
数
延
べ
３
６
，１
４
９
名

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

年
間
在
苑
・
園
者
平
均

　

平
寿
苑
４
７
・
５
名（
５
０
名
）、

　

雄
水
苑
４
７
・
２
名（
５
０
名
）・
ユ
ニ
ッ
ト
２
８
・
１
名

（
３
０
名
）、 

憩
寿
園
５
６
・
２
名（
５
８
名
）

※（　
　

 

）は
定
員

　

短
期
入
所
利
用
者
数
延
べ
９
，７
２
３
名

◆
自
立
者
支
援
通
所
事
業

　
（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

利
用
者
数

　

延
べ
１
２
，４
４
８
名

◆
家
族
介
護
者
交
流
の
開
催

　

開
催
回
数
４
回

　

参
加
者
数
延
べ
６
９
名

◆
輪
気
愛
相
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

の
開
催

　

期
日
１
０
月
２
４
日（
土
）

　

参
加
者
数
１
０
３
名

◆
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催

　

期
日
９
月
５
日（
土
）

　

参
加
者
数
約
３
０
０
名

◆
声
の
広
報
・
点
字
広
報
の
発

行
　

発
行
回
数
延
べ
５
４
回

◆
点
字
講
習
会
の
開
催

　

開
催
回
数
５
回

　

参
加
者
数
延
べ
４
８
名

関係機関等との協働による相談対応

障がい者の
社会参加促進と啓発

介護予防の
推進と

介護負担の
軽減

介護保険事業の推進

　

社
協
だ
よ
り
の
発

行
、
社
協
会
員
拡
大

運
動
、
社
会
福
祉
大

会
の
開
催
、
地
域
福

祉
活
動
計
画
の
推

進
、
福
祉
団
体
の
支

援
、
共
同
募
金
運
動

へ
の
協
力
な
ど

その他の
活　動

当期資金収支差額　 ③＝①－② 73,153,279

前期末支払資金残高 ④　　　　 552,217,589

当期末支払資金残高 ⑤＝③＋④ 625,370,868

収
　
　
　
入

科　　　目 決　算　額
社協会費 17,618,540
寄附金 2,150,532
補助金 15,097,764
受託金 164,742,814
貸付事業収入（償還金） 765,000
事業収入 7,869,670
介護保険収入 1,592,257,767
老人福祉事業収入 20,362,618
障害福祉サービス等事業収入 23,119,870
売店事業収入 24,112,307
受取利息配当金収入 147,305
その他の収入 27,114,687
施設整備等による収入 3,410,000
その他の活動による収入（退職金収入含む） 83,792,464

合　　計　① 1,982,561,338

支
　
　
　
出

科　　　目 決　算　額
人件費（退職金含む） 1,401,926,563
事業費 319,676,422
事務費 64,452,446
売店事業支出 19,965,998
利用者負担軽減額 502,338
貸付事業（貸付金） 185,000
分担金 112,700
助成金 13,595,000
負担金 2,059,900
施設整備等による支出 20,556,484
その他の活動による支出 66,375,208

合　　計　② 1,909,408,059

収支決算状況
（単位：円）

平成27年度

点字講習会の開催

地域との交流活動（憩寿園での様子）

　

社
協
で
は
、
横
手
市
と
一
体
的
に
策
定
し
た
「
第
２
次
横

手
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
初
年
度
と

し
て
、
各
種
相
談
事
業
の
連
携
に
よ
る
伴
走
型
の
個
別
支
援

活
動
や
地
域
と
共
に
進
め
て
き
た
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

に
よ
り
、
総
合
的
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
ま
し
た
。

　

介
護
事
業
関
係
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
っ
て

事
業
所
体
制
の
見
直
し
等
を
行
い
、
親
切
・
丁
寧
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

２社協だより

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
27
年
度 

事
業
報
告

◆
小
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
や
座
談
会
等
の
開
催

　

開
催
回
数
８
７
回
、参
加
者
数
延
べ
６
２
６
名

◆
高
齢
者
世
帯
等
訪
問
活
動

　

訪
問
世
帯
延
べ
１
５
６
世
帯

◆
福
祉
協
力
員
活
動
の
推
進

　

１
５
地
区
協
力
員
会
を
中
心
に
見
守
り
活
動
や

福
祉
啓
発
活
動
等
を
実
施
、協
力
員
数
８
７
７
名

◆
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
活
動
支
援

　

サ
ロ
ン
数
１
２
２
サ
ロ
ン
、
参
加
者
数
延
べ

２
１
，５
３
８
名

◆
車
い
す
の
貸
し
出
し

　
　
　
　
　
　

貸
出
件
数
１
５
７
件

住民主体による
福祉活動の推進

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
世

話
人
会
議
、
要
援
護
者

世
帯
調
査
、
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
の
発
行
、
認
知

症
見
守
り
・
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
な
ど

そ の 他

◆
福
祉
教
育
活
動
推
進
校
の
活
動
支
援

　

推
進
校
１
３
校

◆
手
紙
等
に
よ
る
児
童
と
単
身
高
齢
者

と
の
交
流

　

児
童
数
２
，０
３
０
名
、
高
齢
者
数

２
，０
４
８
名

◆
福
祉
出
前
事
業

　

実
施
回
数
８
回
、
参
加
者
数
延
べ

２
２
５
名

福祉教育活動の
推進と充実

　福祉標語事業、ふ
くしツアー事業など

そ
の
他

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
と
啓
発

　

活
動
調
整
や
相
談
対
応
な
ど
、
登
録
者
数

２
５
名
、
登
録
団
体
数
５
０
団
体

◆
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

実
施
世
帯
延
べ
２
７
世
帯
、
活
動
者
数

２
３
６
名

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

情
報
交
換
会
、ふ
れ
あ
い
農
園
事
業
、

父
ち
ゃ
ん
の
楽
校
な
ど

そ の 他ボランティア活動の

支援と普及・啓発

小ネットワーク会議等の開催

除雪ボランティア活動

福祉出前事業（疑似体験学習の様子）



５ 社協だより まず一歩 あなたができる 思いやり

4.17日 宿館いきいきサロン（平鹿）
　

町
内
会
と
合
同
で
消
火
訓
練
を

行
い
、
濡
れ
タ
オ
ル
を
使
っ
た
フ

ラ
イ
パ
ン
に
引
火
し
た
場
合
の
消

火
方
法
な
ど
を
学
ん
だ
ほ
か
、
消

火
が
難
し
い
場
合
の
対
応
に
つ
い

て
参
加
者
で
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

年
齢
制
限
な
く
「
主
催
す
る
側

も
参
加
す
る
側
も
楽
し
く
」
を
モ

ッ
ト
ー
の
サ
ロ
ン
で
す
。
班
編
成

を
し
て
準
備
の
負
担
が
偏
ら
な
い

よ
う
、
ま
た
内
容
も
工
夫
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
が
元
気

に
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
開
催

し
て
い
き
ま
す
。

細
谷
昭
男
さ
ん

代
表
世
話
人
…

上田村いきいきサロン（大雄）
　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
老
人
ク
ラ

ブ
と
の
合
同
開
催
。
白
熱
し
た
ゲ

ー
ム
「
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
で
盛

り
上
が
っ
た
後
は
、
満
開
の
桜
を

眺
め
な
が
ら
お
花
見
会
で
楽
し
み

ま
し
た
。

　

最
近
で
は
お
茶
っ
こ
飲
み
の
機

会
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
サ
ロ
ン
で
一
ヵ
月
ぶ
り
に
お
互

い
の
顔
を
見
て
話
を
す
る
こ
と
で

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
毎
回
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
サ
ロ
ン
で
す
。

　５月13日（金）、翌日から２日間にわたって
行われる芝桜まつりに合わせ、山内中学校全学
年の生徒が会場の除草ボランティア活動を行い
ました。
　生徒たちは「この活動でより一層きれいにな
った芝桜を見てもらいたい」と、一面に咲く花
の周りの雑草を丁寧に抜いていたほか、会場に
掲示するチラシのポップ作成や看板の設置作業
を行うなど、地元の行事のために活動している
との充実感を感じながら取り組んでいました。
　福祉教育活動推進校である同校では、生徒が
地域に貢献できる喜びを感じることで「福祉の
こころ」を育む取り組みを行っています。その
一環として毎年行っているこの活動を通して、
地元の芝桜と同じように、生徒のこころも輝い
ているようです。

地域に貢献できる活動に充実感を感じながら作業していました

山内中学校除草ボランティア活動
地域のためにできることを

山　内い いき き
サロン

わたしの
まちの

ふ
れ
あ
い
農
園
作
業

　

三
重
保
育
所
園
児
や
増
田
高
校

生
徒
、
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
、
さ
つ
ま
芋

や
花
の
苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

鈴
木
　
ア
ツ
子
さ
ん

代
表
世
話
人
…

十文字 5.24 火

4.19火

４社協だよりぼくたちが 未来の笑顔の 種をまく

　３月24日（木）、朝倉地区福祉協力員会の主
催により、お一人暮らしの高齢者を対象とした
「昼食交流会」があさくら館で行われました。
　高齢者の方々をはじめ、福祉協力員や民生委
員等も含めて38名が参加し、当日の春の陽気
と同様、心地よい雰囲気の中で会話やボラン
ティアによるオカリナ演奏や手遊びなどを楽し
みました。また、昼食もみんなで食べることに
より、普段の食事よりもおいしく感じていただ
いたようで、すでに来年の開催を待ち望んでい
る方もおり、盛会裏に終了しました。
　昼食会の開催にあたっては、福祉協力員の皆
さんが対象となる方へ訪問して参加の呼びかけ
をしたほか、当日も会場の準備や後片付けを行
いました。日ごろの見守り活動なども含めて地
域で活躍されています。

朝倉地区福祉協力員会「単身高齢者昼食交流会」
春の陽気の中でのふれあい

全員参加型のレクリエーションで会場が一体となりました

ミニデイサービスで脳トレを行う山谷さん（写真左）

　５月７日（土）に96歳の誕生日を迎えられた
山谷キミさん（亀田）。山谷さんは、自立者支
援通所事業（ミニデイサービス）を利用されて
いる方の中で最高齢となられました。
　毎週木曜日の利用日を「生きがい」と大変楽
しみにされており、欠席されることもほとんど
ありません。また、「一緒に過ごしていると元
気をもらえる」と、他のご利用者にも大変慕わ
れ、励みとなる存在となっています。
　現在、お一人で暮らされている自宅の庭では
家庭菜園を行っており、たくさんの野菜が植え
られ、収穫までの作業を楽しまれています。
　近隣の方に支えられながらも、周囲に元気を
与えてくれる山谷さんが、これからも住みなれ
たこの地域でいきいきと暮らし続けられるよ
う、私たちも応援していきます。

ミニデイサービスご利用者：山谷キミさん
生きがいが元気の秘訣です

増　田 横　手

交  流  日  記

　

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
平
寿
苑
と
平
鹿
福
祉
セ
ン
タ

ー
職
員
に
よ
る
平
寿
苑
周
辺
の
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

職
員
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

　

折
り
紙
で
こ
い
の
ぼ
り
の
箸
入

れ
を
作
り
、
会
場
で
あ
る
雄
川
荘

の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
き
、
来
場
者

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

自
立
者
支
援
通
所
事
業
制
作
活
動

平寿苑 4.16 土雄物川 4.25 月



７ 社協だより

ありがとうございました
平成28年３月１日～５月15日受付分

※善意は寄付金や物品等をお寄せいただいた皆様、
ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹
介しております。

善意

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次号（８月１日発行予定）
テーマは…「里帰り・帰省」
　お盆の里帰りで久々の家族
や友人との再会や大きくなっ
た子供や孫の成長した姿を楽
しみにしている方も多いので
はないでしょうか。次回の
テーマは「里帰り・帰省」です。

【応募方法】
作品（１人２点まで）と氏名（ペン
ネーム可）、連絡先をご記入の上、
ハガキやFAX、メール等でご応
募ください。（様式は問いません）

〒013－0072
横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会

「ふくし川柳」係
FAX：36－5388
e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
 【締切日】
  平成28年７月22日（金）

たくさんの応募作品の中から数点をご紹介いたします。（順不同）

福
祉
を
詠
め
ば
福
来
た
る

友
テーマ

【横手福祉センター受付】
● 村　上　　　陸 様（寿　町）
● 安　藤　詔　子 様（上真山）
● 赤　川　裕　子 様（化　石）
● 佐　藤　良　子 様（南　町）
● 黒　崎　由　紀 様（朝倉町）
● 鈴　木　由紀子 様（平鹿・浅舞）
● 佐々木　一　子 様（八王寺）　
● 鈴　木　敏　夫 様（般若寺）
● 藤　井　英　夫 様（赤　坂）
● 和　賀　良之助 様（八王寺）
● よねやハッピーモール店 様
● 黒川小学校 様
● ボランティアグループ
　　　　　　「わたぼうし」様
● よねや双葉店 様
● ハイレンデ・ムジーク 様

【増田福祉センター受付】
● 千　田　宏　二 様（半助村）

【平鹿福祉センター受付】
● よねや浅舞店 様
● 醍醐婦人会 様

【雄物川福祉センター受付】
● 湊　谷　玲　子 様（深　井）

● 小笠原　恒　男 様（今宿西町）
● 雄物川小学校 様

【大森福祉センター受付】
● 今　野　豊　和 様（大　町）
● 橋　本　相　市 様（大雄・上丁）

【十文字福祉センター受付】
● 内　山　純　男 様（学校通り）
● 高　橋　幸　子 様（栄　町）
● 増田地域老連おもしろ隊 様
● 十文字地域
　　 老人クラブ連合会女性部 様

【山内福祉センター受付】
● 小　林　由　久 様（横手・羽黒町）
● 昔語り つむぎの会
　　　　　　畑　則子 様
● 新日本舞踊 宝扇流 様

【大雄福祉センター受付】
● 小　西　秀　雄 様（中　島）
● 永　瀬　忠　夫 様（下狐塚）

【平寿苑受付】
● 柴　田　ヒ　デ 様（田ノ植）
● 吉田婦人会 様

● ＪＡ秋田ふるさと
　　 健康推進協議会平鹿支部 様
● ＪＡ秋田ふるさと
　　 女性部平鹿支部 様
● アンダンテの会 様
● 傾聴ボランティアささやき 様

【雄水苑受付】
● 佐　藤　　　猛 様（南松田）
● 傾聴ボランティアひまわり 様
● アンダンテの会 様
● とっぴんぱらりのプー 様
● 雄物川小学校
　　 ボランティア委員会 様
● 雄物川地域
　　 老人クラブ連合会女性部 様
● ＪＡ秋田ふるさと
　　 女性部雄物川支部 様

【憩寿園受付】
● 梨木婦人会 様
● 増田地域老連おもしろ隊 様
● 傾聴ボランティアささやき 様
● スーパーモールラッキー 様
● 十文字地区婦人会 様
● 三重婦人会 様

一
、
同
じ
こ
と
し
ゃ
べ
っ
て
聞
い
て
老
い
の
友

佐　

藤　

静　

子
さ
ん
／
平　

鹿

一
、
友
来
た
る
尽
き
ぬ
語
ら
ひ
梅
日
和

阿　

部　

昭　

二
さ
ん
／
増　

田

一
、
病
む
心
友
に
う
ち
あ
け
安
堵
す
る

小　

西　

威　

子
さ
ん
／
雄
物
川

一
、
つ
ら
い
日
も
友
が
く
れ
た
処
方
箋

坂　

本　

マ
サ
子
さ
ん
／
山　

内

一
、
友
に
会
う
昔
会
社
で
今
医
者
で

松　

本　

ツ　

ヨ
さ
ん
／
山　

内

一
、
い
つ
会
え
る
友
の
た
よ
り
を
楽
し
み
に

ペ
ン
ネ
ー
ム 

91
才
の
ば
あ
ば
さ
ん
／
山　

内

一
、
友
同
士
傘
寿
と
三
十
歳
勘
定

ペ
ン
ネ
ー
ム 

Ｓ
・
Ｍ
さ
ん
／
山　

内

Q在宅で利用できる福祉サー
ビスを知りたい…
A既に要介護認定を受けてい
る場合は、担当のケアマネジャ
ーに聞くことで必要な情報提供

や申請代行などをしてくれます。

Qケアマネジャー以外に相談できるところはない
の？
A“在宅介護支援センター”でもこれから介護をす
る方、現在介護に関して悩んでいる方などの相談に

対応しています。
「病院への交通手段がない」
「介護用品が家計の負担になっ
ている」
「家族の認知症が進んで徘徊したらどうしよう」
「サービスの利用申請が大変」
など、介護に関して心配なことや不安なことがあっ
た場合には、必要な福祉サービス等の紹介、在宅介
護に関する助言や情報提供、関係機関との連絡調整
などの他、公的サービスの申請手続きの代行も行っ
ています。

　

横
手
市
く
ら
し
の
相
談
窓
口

は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

の
施
行
に
伴
い
実
施
主
体
の
横

手
市
よ
り
受
託
し
、
平
成
二
十

七
年
四
月
よ
り
横
手
市
役
所
本

庁
舎
一
階
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
相
談
窓
口
で
は
、
様
々

な
問
題
を
抱
え
生
活
に
困
窮
し

て
い
る
方
々
に
対
し
、
各
種
制

度
や
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
各

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
専
門
職
が
寄
り
添
い
問
題
の

解
決
に
向
け
て
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

雇
用
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
よ
り
非
正
規
雇
用
や
低
収
入
、

働
け
る
世
代
で
生
活
保
護
を
受
け

る
人
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

病
気
や
多
重
債
務
、
引
き
こ
も

り
、
単
身
世
帯
や
ひ
と
り
親
の
増

加
、
社
会
的
孤
立
な
ど
誰
も
が
生

活
困
窮
に
陥
る
リ
ス
ク
に
直
面
し

て
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
多
様
な
問
題
を
抱
え
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
方
々
が
適
切
な
支
援

を
受
け
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た

め
施
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

次
回
は
制
度
の
説
明
や
窓
口
の

紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

６社協だより

得
説く

解く

相談室

横手市社会福祉協議会では
在宅介護支援センターとして、
　 右記福祉センターにおいて
　 相談に対応しておりますので、
介護に関してお悩みがありましたら
ご連絡ください。

横手福祉センター ☎33－8668

平鹿福祉センター ☎24－3283

雄物川福祉センター ☎56－2072

十文字福祉センター ☎42－5858

山内福祉センター ☎53－3009

次回は…「在宅介護をサポートしてくれるサービスはないの？パート②」

在宅介護を
サポートしてくれる
サービスはないの？

パート１

横手市くらしの
相談窓口です！

“一人で悩まず、まずはご相談ください”
“あなたの声を聴かせてください”

生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
の
背
景
…

● 横手市くらしの相談窓口 ●

横手市役所本庁舎１階 9 番窓口 ☎ 32－6101



こ
の「
横
手
市
社
協
だ
よ
り
」は
、

社
協
会
費
を
活
用
し
て
発
行
し
て

い
ま
す

８社協だより

「ふくしな人たち」は地域で福祉活動や社会貢献を行っている方や団体、企業など、
また自立更生や生きがいづくり等に努められている方々を紹介します。

　『障がいを持っていても、生まれ育ったこの
地域で働き生活したい』との想いを胸に、発達
障がい児の家族が協力し合い、平成20年12月
に設立した「ぽこ・あ・ぽこ」。
　当初は、親同士の情報交換や施設研修などが
中心でしたが、平成26年からはいきいきサロ
ン活動助成金を活用し、障がい児・者とその家
族が自由に過ごせる「ぽかぽかサロン」を開催
しています。毎回20名ほどが参加し、創作や
調理、レクリエーションなどで交流しています。
　代表の佐藤順子さんは「最初は支援してもら
うことだけを考えていたが、自分たちも地域の

ためにできることをしたいと思うようになっ
た」と、活動を通して地域で支えあうことの大
切さを感じたようでした。
　「ぽこ・あ・ぽこ」とは少しずつという意味。
家族の願いが叶うよう、少しずつでも着実に前
へ前へと進まれています。

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー
雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283
TEL.56－2072

大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー

TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009
TEL.52－3311

特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号　TEL.36－5377　FAX.36－5388
E-mail honbu@yokote-shakyo.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377 （市外局番 0182）

　

平
成
二
十
八
年
度 

社
協
会
員
の
募

集
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
会
費
は
、
地
域
の
支
え
合
い
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
福
祉
活
動

の
啓
発
に
関
す
る
事
業
な
ど
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
会
員
募
集
強
調
期
間
／
七
月
一
日
～

九
月
三
十
日

※
一
年
を
通
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
会
員
区
分
／

　

一
般
会
員　

七
〇
〇
円

　

賛
助
会
員　

一
，〇
〇
〇
円
以
上

　

特
別
会
員　

二
，〇
〇
〇
円
以
上

※
一
般
・
賛
助
会
費
は
、
個
人
や
世
帯

対
象
。

　

特
別
会
費
は
、
個
人
や
企
業
、
団
体

対
象
。

◆
募
集
方
法
／
各
地
域
の
福
祉
協
力
員

ま
た
は
本
会
役
職
員
が
加
入
の
お
願

い
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
／

　

本
部
地
域
福
祉
課 

☎
36

－

５
３
７
７

　

平
成
二
十
四
年
三
月
に
開
設
し
た
本

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
や
す
く
、
ま

た
検
索
し
や
す
い
仕
様
へ
と
、
五
月
十

日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／

　

http: //w
w

w
.yokote-shakyo.jp/

　

横
手
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
熊

本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
支
援
を

目
的
と
し
た
義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

◆
募
集
期
間
／
六
月
三
十
日（
木
）ま
で

◆
受
付
窓
口
／
最
寄
り
の
各
福
祉
セ
ン

タ
ー

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
お
一
人
暮
ら
し

の
方
や
日
中
お
一
人
で
い
る
方
な
ど
へ

電
話
を
か
け
、
話
相
手
と
な
る
“
声
の

訪
問
活
動
”
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
／
横
手
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
専
用
回
線
）　　

☎
33

－

０
２
９
４

　

平
成
二
十
三
年
に
北
海
道
内
で
始
ま

り
現
在
は
全
国
的
に
開
催
さ
れ
て
い

る
、
認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
“
Ｒ
Ｕ
Ｎ

伴
”
が
今
年
度
よ
り
秋
田
県
で
も
開
催

さ
れ
ま
す
。
様
々
な
支
援
や
協
力
方
法

が
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

◆
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／

　

http: //runtom
o.jim

do.com
/

お
知
ら
せ
ノ
ー
ト

ふ し 人く な たち

ぽこ・あ・ぽこ
発達障がい親の会

十文字

電
話
で
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

社
協
会
員
加
入
の
お
願
い

熊
本
地
震
義
援
金
の
募
集

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴（
ラ
ン
と
も
）

横
手
市
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

前
号
で
掲
載
し
た
雄
風
荘
へ
の
杵
と
臼
の

寄
贈
の
お
願
い
に
つ
い
て
、
多
数
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
ご
報
告
』

サロン活動では、家族でいろんなことに挑戦しながら、
みんなで楽しんでいます。

　６月25日（土）に平鹿生涯学習センターで行われる横
手市主催「地域支えあいネットワーク市民集会」で、代表
の佐藤さんがパネリストとして活動を発表します。ぜひご
来場ください。


